
対応ソフトなど、特別なソフトがないけど、すぐに印刷したい…
そんな方に朗報です！
印刷をするとき、キレイにできるよう、お名前シール専用テンプレートをご用意しました。
これを使えば、文字や画像をレイアウトする目安となり、文字の入力もカンタン！ 特別な
ソフトがなくても大丈夫なよう、無償で使えるテンプレートを用意しています。
さあ、デザインをしてみましょう。
★注：お手持ちのソフトや目的によって、テンプレートをダウンロードできるところが変わってきます。

イラスト付
テンプレートがいい

枠のみ
テンプレートがいい

http://paperm.jp/ http://www.templatebank.com/bank/sanwa.htm/

ここでは、「ペーパーミュージアム」のWordテンプレートの使い方を例にとって説明します。
※ざっくりと大まかな流れを説明しています。詳しくは「ペーパーミュージアム」内、「テンプレートの使い方」をご覧くだ
さい。（テンプレートBANKのテンプレートについては、テンプレートBANK WEBサイト内に詳しい使い方の説明が
あります）

テンプレートをダウンロードします。
文字を入力します。

まず、弊社WEBサイト「ペーパーミュージアム」
（http://paperm.jp/）の画面を出します。

「用途別テンプレート」コーナーを選びます。

お手元の用紙をご確認の上
「テンプレートを探す」
の中から、用紙テンプレートを探します。
ここでは耐水お名前シール（M）、
品番：LB-NAMEJP17FNを探してみます。

「用紙の品番から探す」の中で「LB-N～」→
「LB-NAMEJP17FN」のところを
クリックします。

品番を見つけたら、テンプレートをダウン
ロードします。イラスト付と枠のみの2タ
イプあります。お好きなものを選んでくだ
さい。

※詳しいダウンロードの仕方、ファイルの
保存の仕方については、左記WEB
ページの「テンプレートの使い方」→
「テンプレートをダウンロードする」を
ご覧ください。

ダウンロードできたら、まずテンプレート
を保存します。
（保存するとき名前を変えることはできま
すが、名前は変えず同じまま、「マイドキュ
メント」を保存先にし、このテンプレートを
保存します）

Wordを起動し、保存したテンプレートを開き
ます。
　　
カンタンに文字が入力できるよう、テンプレー
トの中にあらかじめ「テキストボックス」を作成
しています。また、文字の入力位置がわかりや
すいよう、ダミーの文字が入れてありますの
で、ダミーの文字を削除してから印刷したい
文字を入力してください。

※文字のフォント、大きさ、向きなどを変更し
たいとき、写真やイラストを追加したいとき
は、上記WEBページの「テンプレートの使い
方」→「文字を入力する」・「イラストや写真を
挿入する」の中に詳しい説明があります。

　こちらをご覧ください。

「テンプレートBANK」へ
サンワサプライの用紙情報サイト
「ペーパーミュージアム」へ

Word 一太郎8・9・10・11・12・13

Illustrator 8.0

クラリスワークス 4.0

お手持ちのソフトは？



印刷をします。

＜印刷前にすること＞
このまま印刷すると用紙のラベル枠を示
す「緑色の線」が印刷されてしまいますの
で、印刷前にこれらの線の色を消します。

緑線をクリックして選択します。
メニューバーの［書式］ー［オブジェクト］
（または［オートシェイプ］）をクリックしま
す。［オブジェクトの書式設定］ダイアログ
ボックス（または［オートシェイプの書式設
定］ダイアログボックス）が表示されます
ので、［色と線］タブをクリックし、［線］の
［色］を［線なし］にして、［OK］ボタンをク
リックします。
※線に合わせて右クリックして切り取る
　を選んでも緑線を消すことができます。

必要ない線を消した後、入力した文字や
画像が正しく表示されているかどうか「印
刷プレビュー」で確認します。

Wordの画面を実際に表示して、「テンプレートの使い方」を説明しています。
まずはここを読んでみてください。

★テンプレートの使い方がわからなければ…

「ペーパーミュージアム」
(http://paperm.jp/)
「用途別テンプレート」

「テンプレートご使用上の注意」
をクリック

「テンプレートの使い方」
をクリック

＜実際にプリンタで印刷してみます＞

この白黒の用紙が
テストプリント紙です。

①試し刷りをします。
　
本番の用紙に印刷する前、シールの枠内にきちんと
印刷されるかどうか確認するために、テストプリント
紙を使って、必ず試し刷りをしてください。（テストプ
リント紙はコピーしておくと便利）またこの時、プリン
タの種類によって印刷できる範囲が異なりますの
で、きちんと印刷できるか、ここで確認してくださ
い。
※特に用紙の下部では、ぎりぎりまで文字や画像を配
置すると、印刷可能領域からはみでて、印刷が切れ
ることがありますのでご注意ください。

②印刷にズレなどがあったらズレを調整します。
　
詳しくは、「テンプレートの使い方」→「印刷する/印
刷がずれた場合には？」をご参照ください。

③本番の用紙に印刷します。

用紙を差し込む方向に注意して、印刷します。

※テンプレートの余白設定によって、印刷時に「～余
白が印刷可能なページの範囲外に設定されてい
ます。印刷を継続しますか？」というメッセージが
表示されることがあります。このメッセージが表示
された場合は、そのまま「はい」を選択して、印刷
を継続してください。
※プリンタドライバでの用紙種類や用紙サイズ・プリ
ンタへの用紙の挿入方向など、詳しい設定につい
ては、製品に付属している取扱説明書などでご確
認ください。

ご注意
※このページに出てくるWordの用語については、Wordのマニュアルもしくはヘルプをご覧く
ださい。
※ここで紹介しているWordの操作方法は、基本的な使い方の一例です。詳しくはお手持ちの
Wordのマニュアルをご覧ください。
※記載の社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。

http://www.sanwa.co.jp/
BE/AI/MIME
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